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結 核 個體 ノ肝 臓 機 能變 調ニ 就 テ

臨牀 的觀 察(其 ノ5)

肺 結 核 患者 尿 「ウ ロ ビリ ン」量ニ 及 ボ ス「ヴ ィタ ミ ン」B1ノ 影 響

大阪市立刀根山病院(院長 太縄博士)

藤 野 保 次

(本論丈 ノ内容 ハ第15同 結核病學會 二於 テ獲表 セ リ)

第一章 緒 論

余 ノ・嚢i二 「ヴィタ ミ ン」B複 合艦 ノ投 與 ガ 肺 結 核

患 者 尿 「ウ ロ ビ リ ン」}1㌃テ減 少 ヒ シムル事 、 從 テ

「ヴ{タ ミ ン」B複 合 膿 ノ・肝臓 二 作 用 スル モ ノデ

アル事 テ謹 明 シタ。

近 時 「ヴィタ ミン」ノ學 著 シク進 歩 シB、 ノ純 製剤

モ容 易 二 得 ラル ル ノ 域 二 達 シタ ノデ、 余 ・・純

「ヴ
ィタ ミ ン」B1テ 用 ヒテ嚢 二B複 合 禮 テ以 テ セ

ル實 験 テ追 試 シテB、 ノ肝 臓 二及 ボ ス作 用 テ検

セ ン ト言式 ミタ。

第二章 實験方法

尿 中 「ウ ロ ビ リ ン」ノ顯 著 且持 緬 的 二讃 明 セ ー〉ル

ル無熱 患 者 ラ材料 トシ、 魚 類 肉類 ノ囁 取 テ禁 ジ

テ、尿 ハ 午 前8時 牛 ヨ リ翌朝8時 牛 マ デ24時 間

内 二排 泄 セ ラ レ タル モ ノデ用 ヒ、 可 及 的 同時 刻

二測 定 シ タ
。

「ヴィタ ミ ン」B1ト シテノ、10倍 強 力 「オ リザ ニ ン
」

注 射 液(1c£ 中 二B1賂 酸 盤0.5mgテ 含 ムノ又 ハ

強 力 「メ タボ リ ン」1號 注 射 液(B、 含 有 量 同様)

テ以 テ シ テ午 前10時 、午 後3時 ノ2度 皮 下 二注

射 シ タ・ 「ウ ・ビ リ ン」測 定 法 ノ・Pincussen氏

法 ノ憂 法 デ アル佐 々木 氏 法 テ以 テ シタ。

第三章 實験成績

第1表

第1例 石 ○ タ026♀

「ウ ロビ リ

検 査 日 尿 量(CCノ 比 重 反 磨 ン」量

(軍 位mg)

π119001027「 アル カ リ」性12 .24

128001026,,10 .88

138001026酸 性10 .88
148001028「 アル カ リ」性10 .88

159001027,,9 .81

「ヴ
ィタ ミン」B1投 與 開 始(1日1mg皮 下)

1611001028酸 性5
,98

1712001020酸 性13
.08

1813001020「 ア ル カ リ
、性7.07

1912001022酸 性13
.08

2010001025
,,13.60

「ヴ
ィタ ミ ソ」B1投 與 中 止

2110001035「 ア ル カ リ
」性6.80

2210001029酸 性5
・44

2310001023「 ア ル カ リ」性6
.80

2410001024
"10.90

2510001024酸 性10
.90

268001028
,,5.44

279001028「 ア ル ヵ リ
」性9・81
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第2表

第2例 中○ 干035♀
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3表

久○ マ034

反磨
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♀
「ウ ロ ビ リ
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本例 二於 テ ノ・「ヴィタ ミン」B,投 與 後 「ウ ロ ビ リ
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第4表

第4例 吉 ○梅C34♀

「ウ ロ ビ リ

楡査 日 尿 量 ノCC・)比 重 反 磨 ソ」量

(輩 位mg)

ll1316001012酉i委i'1生21.76
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1412801014

1516001014

1612001015

1713001013

,,

,,

27.90

21.76

16.32

17.68

「ヴィタ ミソ」Bi投 與 開 始(1日1mg皮 下)

1814001016
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性

性
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ィ・xミソ」Bl投 與 中 止

酸 性

リリ

「アル カ リ」†生

酸 性

19,04

8.70

5.98

7.072

2.72

6,53

10.88

27.25

6.80

11.99

2812001013
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第四章 考 察

「ヴ ィタ ミ ン」B,ノ 投 與 ニ ヨ リ尿 中r,'1ロ ビ リ ン」

量 ノ著 明 二減 少 ス ル コ ト テ讃 明 シ タ。
l

Bickelノ 研 究 以 來 「ヴィタ ミン」Bガ 糖 ノ燃 焼 二

關 ノ・ル コ トノ・早 ク ヨ リ知 ラ レタ所 デ アル ガ、 近

時Lohmann一 ヨ ツ テ「ヴィタ ミ ン」B1焦 性 燐

酸 ノ・糖 代 謝 二重 要 デ アルCo-Carboxylaseソ ノ

モ ノデ アル事 ガ唱 ヘ ラ レルニ至 ツテB1ガ 糖 代

謝 上 二持 ツ意 義 ガ明 カ トナ'ソタ。 而 シテ 「ヴィタ

ミ ン」B1ノ 投 與 ニ ヨル肝 臓 糖 原 質 ノ増 加 、 血糖

ノ下 降 、 又 葡萄 糖 員荷 後 ノ過 血糖 ノ抑 制等 ガ臨

躰 上讃 明 セ ラ レ、 「ヴィタ ミ ン」B1ガ 肝 臓 機 能 ラ

良 好 ナ ラ シムル事 ノ・想像 セ ラ レル所 デ アル ガ、

本 實 験 ハ 明 カニ結 核 罹 患 二於 ケル肝 臓 機 能 ノ攣

調 テ調 整 スル事 サ示 シテ居 ル。 即 チ襲 二・塞ゲ タ

B一複 合禮 ノ作 用 ノー 部 ノ・B、 ノ作 用 ニ ヨル モ ノ

トス可 キ デ ア,レガ、 然 シ他 方B,・ ハ組 織 ノ酸 化

還 元 二 關與 スル モ ノデ アル カ ラ、 之 モ亦 肝 臓 機

能 二封 シテー 定 ノ關 係 テ有 λル モ ノナ ル事 ハ恐

ラ ク疑 ナ イ。 從 テ實 際 二 ・・「ヴ 汐 ミ ン」B1トB2

ト ノ協 同作 用 ニ ヨルー 層 ノ数 果 テ期 待 スル モ ノ

デ ァ ル ガ コ ノ貼 二就 テ ノ解 明 ・、今後 ノ研 究 二倹

ツ可 キ デ ア ル。

更 二叉 「ヴィタ ミ ン」Cト ノ協 同作 用 二 就 テ モ 多

撒 ノ實 験 ガ アル故 、 如斯 酸 化還 元 系 二關 シテモ

忽 二 出來 ナ イ。

第五章 結 論

「ヴ ィタ ミ ニ」Blハ 結 核 患 者 尿 中 「ウ ロ ビ リ ン」量

テ 減 少 セ シ ム。

欄筆二臨 ミ不噺 ノ御鞭燵 ト本稿 ノ御校閲テ賜ハ

リシ院長太総博士及 ビ御指導御校閲 テ賜ノ・リシ

渡邊博士二謝意 テ表 ス。

尚御多忙中ニモ不拘本稿御校閲 ノ榮 テ賜ノ・リシ

大阪帝大市原助教授二萬腔 ノ感謝 斗捧 グ.
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